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日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
皆
様
へ
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
院
長
と
い
う
大
任
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
重
田

浩
一
朗
で
す
。
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私
は
昭
和
六
十
三
年
に
自
治
医

科
大
学
を
卒
業
後
鹿
児
島
大
学
、
南
種
子
町
立
病
院
、
瀬
戸
内
町
へ
き
地
診
療
所
、
自
治
医
科

大
学
臨
床
検
査
医
学
講
座
等
に
勤
務
し
、
平
成
十
四
年
か
ら
二
十
四
年
間
当
院
で
働
い
て
参
り

ま
し
た
。
一
般
内
科
、
消
化
器
内
科
、
超
音
波
医
学
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
砦
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
担
う
べ
き
役
割
の
重
さ
を
改
め
て

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
霧
病
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
の
歩
み

を
継
承
し
、
二
〇
二
五
年
二
月
に
新
し
く
な
っ
た
病
院
で
、
次
代
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
に
あ
た
り
、
私
の
決
意
と
当
セ
ン
タ
ー
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。病

院
の
基
本
理
念
は
「
病
む
人
の
立
場
に
立
っ
て
信
頼
に
こ
た
え
る
医
療
を
目
指
す
」
こ
と

で
す
。
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
は
、
霧
島
と
い
う
豊
か
な
自
然
と
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
囲
ま

れ
た
地
で
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
医
療
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の
高
度
・
高
額

化
、さ
ら
に
は
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
、働
き
方
改
革
等
に
よ
る
医
療
経
営
の
難
し
さ
な
ど
、

私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
も
私
が
最
も
大
切
に
し
た
い
の
は
、「
患
者
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の
心

に
寄
り
添
う
医
療
」
で
す
。
最
新
の
診
断
技
術
や
高
度
な
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
病
院
と
し

て
当
然
の
責
務
で
す
が
、
そ
の
方
の
背
景
に
あ
る
生
活
、
ご
家
族
の
思
い
、
そ
し
て
「
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
き
た
い
か
」
と
い
う
尊
厳
に
ま
で
配
慮
で
き
る
医
療
を
目
指
し
ま
す
。
医
療
者

と
患
者
さ
ん
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
と
も
に
治
癒
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上

を
目
指
す
、
そ
ん
な
良
好
な
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
携
が
生
む
県
央
で
の
安
定
し
た
地
域
医
療

当
院
は
公
設
民
営
と
し
て
姶
良
地
区
医
師
会
が
運
営
す
る
病
院
で
す
。
当
地
域
の
病
院
や
診

療
所
の
先
生
方
の
み
な
ら
ず
、
県
央
で
空
港
を
抱
え
る
利
点
を
生
か
し
、
曽
於
地
区
、
奄
美
大

島
、
種
子
島
等
の
離
島
、
鹿
児
島
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
の
医
療
機
関
、
さ
ら
に
霧
島
市

役
所
等
と
の
密
な
連
携
こ
そ
が
、当
セ
ン
タ
ー
の
真
価
を
発
揮
す
る
鍵
と
な
り
ま
す
。そ
の
上
で
、

診
療
報
酬
制
度
の
変
化
に
適
応
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
つ
つ
労
働
効
率
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
も
と
に
医
療
提
供
が
で
き
る
仕
組
み
を
、
関
係
機
関
の
皆

様
と
強
固
に
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実
と
専
門
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。
で
き
る
限
り
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、
適
切
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
医
療
の
深
化
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

職
員
と
と
も
に
成
長
す
る
組
織
へ

ま
た
、
院
長
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
働
く
す
べ
て
の
職
員
が
誇
り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
も
注
力
い
た
し
ま
す
。
医
療
と
は
、
人
が
人
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
働
く
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
り
、
専
門
職
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
、
適

正
な
対
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
物
心
と
も
に
満
足
で
き
る
環
境
が
あ
っ
て
こ
そ
、
最
高
の

医
療
を
提
供
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
多
職
種
連
携
を
推
進
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
え

る
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
が
自
慢
で
き
る
魅
力
あ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

結
び
に

霧
島
と
い
う
こ
の
地
は
、
私
に
と
っ
て
愛
着
の
あ
る
大
切
な
場
所
で
す
。
こ
こ
で
暮
ら
す
皆

様
の
健
や
か
な
日
常
を
守
る
こ
と
は
、
私
の
誇
り
で
あ
り
、
生
き
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
る
べ
く
全
力
で
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
医
療
の
未
来
を
と
も
に

　

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー　

院
長
就
任
の
ご
挨
拶

病
院
長　

重
田　

浩
一
朗

がん交流サロンのご案内
令和 8 年度がん交流サロン年間スケジュール

日　時 テーマ（場所） 日　時 テーマ（場所）

4月 23日（木）
14：00-15：30

高額療養費制度を中心に社会保障制
度の活用～経済的支援について～
（2階講堂前）

10月 22日（木）
14：00-15：30

頑張らない運動で不調をリセット～動
きやすい体を手に入れましょう～
（2階講堂前）

６月17日（水）
14：00-15：30

抗癌剤と副作用～日常生活での対策と
注意点
（2階講堂前）

12 月 24日（木）
14：00-15：30

手仕事しながら治療・生活について語
り合いませんか？
（2階講堂前）

8月26日（水）
14：00-15：30

ストレスとリラクセーション法（貝がら
フォトフレーム制作）
（2階講堂前）

2 月25日（木）
14：00-15：30

外見のケアについて
（2階講堂前）

※変更になることがありますのでお問い合わせください。

●紹介状について
当院を受診の際は、紹介元から
の紹介状（診療情報提供書）が必
要となります。
ご持参が無い場合、選定療養費
をご負担いただく事になリますの
でご了承ください。

●予約について
当院は完全予約制となっており
ます。
受診の際は「外来予約センター」

(0995)55-0107へ必ずご連絡の
上、ご予約をお願いいたします。
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心不全パンデミックから街を守る心不全パンデミックから街を守る

「はーとケアチーム」始動！「はーとケアチーム」始動！
■ �

押
し
寄
せ
る
「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
の
危
機 

現
在
、
高
齢
化
に
伴
い
心
不
全
の
患
者
さ
ん
が
急
増
す
る
「
心
不

全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う
大
き
な
危
機
が
、
私
た
ち
の
街
に
も
押

し
寄
せ
て
い
ま
す
。
日
本
の
心
不
全
患
者
数
は
二
〇
二
五
年
時
点
で

約
二
〇
〇
万
人
、
二
〇
五
〇
年
に
は
約
二
五
〇
万
人
に
達
す
る
と
予

想
さ
れ
て
お
り
、
当
院
で
も
年
間
二
〇
〇
名
を
超
え
る
方
が
入
院
治

療
を
受
け
て
い
ま
す
。
心
不
全
は
一
度
発
症
す
る
と
、
入
退
院
を
繰

り
返
し
な
が
ら
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
病
気
で
す
。
患
者
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
霧
島
市
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に

は
、
当
院
の
急
性
期
治
療
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
医
療
機
関
で
の
慢

性
期
・
回
復
期
治
療
、
医
療
関
連
施
設
や
行
政
と
も
連
携
し
た
退
院

後
の
生
活
支
援
、
さ
ら
に
は
「
新
規
発
症
さ
せ
な
い
た
め
の
予
防
」

ま
で
を
一
本
の
線
で
つ
な
ぐ
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
地
域
連
携
の
強
化
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
こ
そ
当
院
が
霧
島
市
の
中
核
病
院
と

し
て
果
た
す
べ
き
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ �

専
門
家
集
団
「
は
ー
と
ケ
ア
チ
ー
ム
」
の
結
成 

こ
の
大
き
な
挑
戦
に
向
き
合
う
た
め
、
当
院
で
は
多
職
種
が
力
を

合
わ
せ
て
患
者
さ
ん
を
支
え
る
「
は
ー
と
ケ
ア
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
当
チ
ー
ム
は
看
護
師
（
病
棟
、
地
域
連
携
・
入
退
院
支

援
担
当
）、
理
学
・
作
業
療
法
士
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、公
認
心
理
師
、医
事
課
担
当
、診
療
録
管
理
担
当
、

臨
床
検
査
技
師
、
循
環
器
内
科
医
師
な
ど
、
五
名
の
心
不
全
療
養
指

導
士
を
中
心
と
し
た
総
勢
二
十
名
以
上
の
専
門
家
集
団
で
す
。
院
内

で
の
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、
霧
島
市
内
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
及
び

そ
の
関
連
施
設
と
手
を
結
び
、
地
域
全
体
で
患
者
さ
ん
を
支
え
る
体

制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 「
横
の
糸
」
と
「
信
頼
の
糸
」
で
霧
島
市
民
の

　 

健
康
を
守
る 

心
不
全
の
増
悪
予
防
や
発
症
予
防
に
は
、
医
療
者
側
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
や
ご
家
族
が
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

日
々
の
生
活
習
慣
（
減
塩
、
体
重
管
理
、
適
切
な
服
薬
な
ど
）
を
共

に
見
直
し
て
い
く
歩
み
寄
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
「
は
ー
と

ケ
ア
チ
ー
ム
」
は
、
地
域
の
医
療
機
関
や
行
政
と
結
ぶ
「
横
の
糸
」

を
太
く
紡
ぎ
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
「
信
頼
の
糸
」
を
固
く
結
び

な
が
ら
、
ま
ず
は
十
年
構
想
で
地
域
一
体
型
の
心
不
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

霧
島
市
全
体
の
健
康
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

循
環
器
内
科　

河
野 　

智
紀

心不全療養指導士より
メッセージ

心不全は、増悪を繰り返しながら徐々に心機能が低下し
ていく病気です。そのため、入院中の治療だけではなく、
退院後も患者さんやご家族の生活に寄り添った継続的な関
りが重要です。
心不全の増悪予防には、患者さんやご家族が体調の変化

に気づき、生活を整える力や早期受診の判断力を身につけ
ることが大切です。看護師は、患者さんお一人おひとりの
生活背景に合わせたセルフケアへの支援を行っています。
多職種と連携しながら、患者さんとそのご家族に寄り添

い、その人らしい生活を大切にして、病気と暮らしの両方
をサポートしていきます。

地域連携担当よりメッセージ
心不全患者さんが、住み慣れた地域で安心して暮らせる

よう、退院後の療養先や、在宅支援の調整を行っています。
地域の医療機関、訪問看護、介護サービス等との切れ目の
ない連携を大切にし、患者さんお一人おひとりの生活に寄
り添いながら、再入院予防と、安心して暮らせるように、
地域全体で心不全患者さんを支える体制づくりを目指して
います。

心理担当より
メッセージ

公認心理師（心の専門家）
は「はーとケアチーム」の一
員として、心不全の患者さん
が感じる不安やつらさに寄り
添い、気持ちの整理のお手伝
いをします。また、治療を続
ける意欲を高めるための相談
支援や、ご家族へのサポート
も行います。心と体の両面か
らケアすることで、患者さん
がより安心して療養生活を送
れるよう支援します。

リハビリ担当より
メッセージ

心臓リハビリテーションでは、理学
療法士が「運動の専門家」としてチー
ムに参加しています。心臓の病気の回
復には、安静にしすぎず、でも無理を
しない「ちょうどよい運動」がとても
大切です。理学療法士は患者さんお一
人おひとりの体の状態にあわせた運動
プログラムを作り、安全に体力を取り
戻せるよう、そばで見守りながらサポー
トします。「また料理をしたい」「趣味
を続けたい」あなたの “ やりたい ” を
一緒に取り組んでいきます。

薬剤担当よりメッセージ
心不全の治療では、たくさんの種類の薬を飲む必要があります。
患者さんの中には「こんなに飲んでも大丈夫？」といった不安を抱
く方も少なくありません。そういった不安を取り除くため、薬剤の
役割と重要性について丁寧な説明を行っています。また、地域連携
を重視し、院外薬局と連携することで、副作用や服薬状況の確認等、
継続した服薬サポートが出来る環境を整えています。
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身障者駐車場・思いやりスペースのご案内

当施設の駐車場には、身体の不自由な方や妊娠
中の方など、車の乗り降りや移動に配慮が必要な
方のための「身障者駐車場・思いやりスペース」
を設けています。
このスペースは、必要とされる方が安心してご
利用できるように設置された駐車区画です。

自転車・バイクで来院される方は、正面玄関横
の駐輪場をご利用ください。

玄関前や通路への駐輪は、歩行者の安全確保や
緊急時の避難の妨げとなります。

みなさまのちょっとした思いやりとご協力が、利用
される方の安心と快適につながります。対象となる方
が気持ちよく利用できるよう、身障者駐車場・思いや
りスペースの適正な利用にご理解とご協力をお願い
いたします。

正面玄関近く
に設置して

います

正面玄関横
に設置して

います

ココ

皆さま一人ひとりの思いやりとマナーが、誰もが利用しやすい環境づくりにつながります。
ご理解とご協力をお願いします。

駐輪場をご利用ください

看護部InstagramInstagram ホームページ

↓職員募集中↓〒899-5112 鹿児島県霧島市隼人町松永3320番地

霧 島 医 療 セ ン タ ー
TEL 0995-42-1171(代表）　FAX 0995-42-2158

受付時間 診療時間8:30〜11:00 8:30〜17:30 土・日・祝・年末年始休 診 日
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